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第 2 章は黄銅の製造工程における焼鈍脆化現象に関する研究を述べたものである｡ この現象は最も重要
な熱交換器管材であるアルミニウム黄銅をはじめとする銅合金展伸材の製造工程の生産性向上に対する一




子について検討し, 主要因子すなわち, 温度, 時間, 応力ならびに結晶粒度の作用をほぼ完全に解明して
いる｡ 上記の4因子のうち結晶粒皮を除く3因子の作用は原子空孔の拡散によって生ずる voidの成長速㌔
皮, ならびに voidの成長に際して生ずる表面エネルギーの増加と応力のなす仕事との関係から説明しう
ることを示し, さらに, 焼鈍脆化現象の結晶粒度依存性を解明するため, 短時間のクリープ試験をおこな













Al,As,Sb,Ag,Be,Cdの微量を添加した40種類の合金をえらび, 板状ならびに管状の各試料につ いて お
こなった回転水車式腐食試験ならびにモデルコンデンサーによる通水腐食試験の結果から, 汚染海水に対
して Cu-6-12%Sn合金の耐食性がよいこと, 耐食性のよい理由が Sn02の皮膜の形成にあること, これ
に対するAlの添加がさらに耐食性を改善すること, Cu-Sn-A13元系合金の耐食性はそのSnおよびAl量に
依存し, Al量が1% の場合には, Sn量は5-13%,Al量が2% のときにはSn量が4-9%において耐
食性がよいことなどを見出し, 鋳塊製造の際の逆偏析, さらに物理的, 機械的, ならびに一般的性質をも
考慮して Cu-6.2%Sn-1.0%A1-0.1%Siなる合金組成を決定し, 1ん3年の実地試験の結果から, 従来
のアルミニウム黄銅管などに比較して3倍程度の耐食性を有する優れた合金であることを実証している｡
第4 章では, ボイラーの高圧給水加熱器管に使用されるキェプロニッケル管の剥離腐食とその対策とし

















て, これにCr, Cd, Be,Sn, Si, Ti, Mn, Fe, Niの添加量を種々変化させた58種の合金について検討
し, Siの添加が耐応力腐食割れ性の改善に著しい効果があることを見出し, 海水耐食性のデータをも合せ
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て考慮し, Cu-20%Zn-1-2%A1-0･5- 1･5%Si-0･05%Asなる組成を決定し, 実酪的にも極めて優れた合
金であることを示している｡
第6章は以上の結果を総括したものである｡







脆化現象の原因を究明し, 脆化は, 加工された管の焼鈍時に再結晶前の結晶粒界に発生した void状の欠
陥によるものであり, この欠陥は焼鈍時の昇温過程において加熱速度が遅い場合に, 残留応力 を応 力 源




Ni, および Cu-Sn各系を基とした多種類の添加元素を含む多数の合金について, 主として金属学的の面
から実験を行ない, Cu-6-12%Sn合金が耐食性がよいこと, その理由が Sn02 の皮膜形成にあること,
さらに Cu-Sn-Al 系の Sn量とAl量との一定範囲の組成で最もよい性能を示すことなどを明らかにし,
機械的性質などをも考慮して, Cu-6･2%Sn-1･0%A1-011% Siなる合金組成を決定している. またこの
製品は従来の管と比較してすぐれた耐食性を有することを実地試験によって実証している｡
さらにボイラーの高圧給水加熱管に従来から使用されているキュプロニッケル管の剥離腐食と, その防
止対策としての性能向上の研究を行ない, 剥 離腐食は酸素が混入したとき高温高圧の水および蒸気によっ
て生ずる現象であることを明らかにし, ついでCu-Ni系合金と各種の添加元素の効果について究明して,
6%前後のFeの添加が極めて有効であること, このFeの効果はスピネル構造の安定な保護酸化皮膜の形
成と関連があることなどを述べている｡ これらの結果からNi量とFe量との好適な組成範囲を確定し, 他
の材料的な性質をも考慮して, Cu.一30%Ni-5.5%Feなる合金組成を決定し, この組成の製品が目的にかな
った優秀な性能をもつことを明らかにしている｡
最後にアルミニウム黄銅熱交換器管の応力腐食割れ性を検討し, Cu-Zn-Al 系合金の応力腐食割れ性は
その合金の亜鉛当量によって決まることなどを見出し, 耐応力腐食割れ性向上のための添加元素の効果に
ついての広範囲の研究を行ない, Cu-20%Zn-1-2%Aト0.5- 1･5%Si-0.05%ASなる合金組成を決定し,
この合金が実際的にきわめてすぐれた性能をもつことを述べている｡
これを要するに本論文は, 熱交換器管用銅合金の製造技術上ならびに各種用途における合金の性能上,
問題になる重要な諸点を金属学的な実験的研究によって詳しく究明して, それらを明らかにするとともに
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合金開発の基礎を確立し, すぐれた性能を有する二三の新合金をも見出し, 塞鹿的にも多くの知見を与え
ているものであって, 学術上にもまた工学上にも貢献するところが少なくない｡ よって本論文は工学博士
の学位論文として価値あるものと認める｡
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